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助
成
業
務

２
０
２
４
年
度　
若
手・女
性
研
究
者
奨
励
金　
贈
呈
式

―
若
手
研
究
者
奨
励
金
37
名
、
女
性
研
究
者
奨
励
金
37
名
に
贈
呈
―

助
成
部　

寄
付
金
課 

　

私
学
事
業
団
で
は
、５
月
17
日
に「
２
０
２
４ 

年
度 

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金 

贈
呈
式
」

を
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
開
催
と
な
っ
た
本
贈

呈
式
に
は
、「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

へ
の
支
援
者
や
文
部
科
学
省
な
ど
か
ら
33
名

の
来
賓
、関
係
者
を
お
招
き
す
る
と
と
も
に
、

「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
に
採
択
さ
れ
た
37

名
の
中
か
ら
28
名
、「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

に
採
択
さ
れ
た
37
名
の
中
か
ら
17
名
、
計
45

名
の
研
究
者
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

　

― 

私
学
事
業
団
理
事
長 

福
原
紀
彦 

―

　
「
急
速
な
少
子
化
の
進
行
が
、
日
本
の
社

会
の
衰
退
を
招
こ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
の

持
続
可
能
性
を
支
え
る
た
め
に
は
、
将
来
を

築
く
人
材
を
育
成
し
て
い
る
大
学
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
『
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
』
は
、
既

成
概
念
等
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
研
究
を
支
援
す
る
こ
と

を
特
色
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
支

援
を
通
し
て
、
未
来
を
創
る
研
究
者
が
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
女
性
研
究
者
奨
励

金
』
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
勘
案

し
て
、
女
性
研
究
者
に
研
究
機
会
を
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
私
立
大
学
等
の
教
育
、
研

究
の
現
場
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
奨
励
金
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
や
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
企
業
様
や

団
体
様
、
個
人
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
特
に
昨
年
度
と
今
年
度
は
、
学
校
法

人
を
退
職
さ
れ
た
研
究
者
や
職
員
か
ら
も
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
私
立
大
学
等
の
役

割
が
、
本
奨
励
金
の
趣
旨
に
溶
け
込
ん
で
い

る
と
い
う
認
識
を
、
皆
様
と
共
有
し
た
い
。

　

受
賞
者
の
皆
様
は
、
自
ら
の
研
究
者
人
生

を
誇
り
に
、
未
来
を
切
り
開
く
意
気
込
み
を

持
っ
て
、
研
究
と
教
育
の
興
隆
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

企
業
・
団
体
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
本
事
業
団

と
本
奨
励
金
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。」

来
賓
祝
辞

　

― 

文
部
科
学
省 

高
等
教
育
局 

私
学
部
長 

寺
門
成し

げ

真ち
か

様 

―

　
「
将
来
、
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
、

地
球
規
模
課
題
、
地
域
間
格
差
と
い
っ
た
社

会
課
題
に
加
え
、
高
等
教
育
の
構
造
改
革
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
知
の

総
和
』
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
質
の
高
い
教

育
研
究
に
よ
っ
て
学
生
の
能
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
高
等
教
育
機
関
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

特
に
、
我
が
国
の
高
等
教
育
の
８
割
を
担

う
私
立
大
学
等
に
は
、
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
個
性
や
特
色
を
十
分
に
発
揮
し
た
教
育
活

動
と
、
多
様
な
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
私
立
学
校
の
発
展
の
た
め

に
、
昨
年
成
立
し
た
私
立
学
校
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
着
実
な
施
行
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
、
学
校
法
人
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
大
学
支

援
に
関
す
る
予
算
確
保
の
た
め
に
は
、
公
的

支
援
及
び
民
間
支
援
の
存
在
が
重
要
で
あ
る

（五十音順）
・アークビル株式会社　様
・一般社団法人日本工業倶楽部　様
・株式会社アペックス　様
・株式会社ＮＴＴデータグループ　様
・株式会社ニトリ　様
・株式会社三菱ＵＦＪ銀行　様
・共栄火災海上保険株式会社　様
・コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社　様
・第一生命保険株式会社　様
・大和証券株式会社　様
・中山福株式会社　様
・三井住友信託銀行株式会社　様
・三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　様
・ＡＮＡホールディングス株式会社　様
・ＳＭＢＣ日興証券株式会社　様
・寄付金付き自動販売機の設置にご協力くださった
　学校法人及び設置会社様
・寄付金付き自動販売機で飲料を購入してくださった
　皆様
・その他、匿名を希望する寄付者（法人）様
　及び個人の方々

これまでに若手・女性研究者奨励金に
ご支援を賜りました寄付者の皆様

若手・女性研究者奨励金　贈呈式



3

令和 6年 8月 1日　第 3 2 0 号

助
成
業
務

助
成
業
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た
め
、
寄
付
者
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措

置
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
奨
励
金
に
採
択
さ
れ
た
方
々
が
、
受
賞

を
機
に
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
事
業
が
学
術
研
究
の
進
展
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。」

　

― 

一
般
社
団
法
人 

日
本
工
業
倶
楽
部 

常
任
理
事 

保ほ

ど

た
土
田
大
介
様 

―

　
「
私
学
事
業
団
と
は
前
身
の
日
本
私
学
振

興
財
団
の
頃
か
ら
付
き
合
い
が
続
い
て
お

り
、
私
学
教
育
充
実
等
の
目
的
に
共
鳴
し
当

倶
楽
部
は
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
研
究
者
へ
の
ご
参
考
と
し
て
、

当
倶
楽
部
創
立
に
深
く
関
っ
た
二
人
の
学
問

に
関
す
る
言
葉
を
ご
紹
介
し
た
い
。
一
つ
目

は
、
当
倶
楽
部
創
立
の
発
起
人
で
あ
り
新
札

の
肖
像
に
な
っ
た
渋
沢
栄
一
の
言
葉
に
、『
学

問
は
一
種
の
経
験
で
あ
り
、
経
験
は
ま
た
一

種
の
学
問
で
あ
る
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

農
家
に
生
ま
れ
農
業
を
行
う
傍
ら
学
問
を
習

い
、
武
士
と
な
り
尊
王
攘
夷
か
ら
幕
臣
、
欧

州
視
察
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
『
日
本

資
本
主
義
の
父
』と
称
さ
れ
る
ま
で
に
至
る
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
持
つ
渋
沢
の

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
二
つ
目
は
、
当
倶
楽
部
初
代
理
事

長
で
あ
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
発
想
を
持
つ

鉱
山
学
者
で
も
あ
る
団
琢
磨
の
、『
小
さ
な

実
績
・
小
さ
な
成
功
、
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ

が
大
き
な
実
績
・
大
き
な
成
功
の
礎
と
な
る
』

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

　

本
奨
励
金
が
一
人
で
も
多
く
の
研
究
者
の

物
心
両
面
の
支
え
と
し
て
、
広
く
社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
制
度
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
て
い
る
。」

２
０
２
４
年
度
選
考
経
過
報
告

　

― 

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

選
考
委
員
会
委
員
長 

髙
野
克
己
氏 

―

　
「
令
和
５
年
８
月
に
公
募
を
し
、
若
手
研

究
者
奨
励
金
に
１
１
４
件
、
女
性
研
究
者
奨 

励
金
に
１
１
９
件
、両
奨
励
金
合
計
で
２
３
３ 

件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

審
査
に
お
い
て
は
、『
研
究
の
特
色
・
独

創
性
』、『
研
究
の
目
的
』、『
研
究
計
画
・
方 

法
』、『
将
来
性
・
成
長
性
』
の
四
項
目
を
評

価
の
視
点
と
し
、
特
に
『
研
究
の
特
色
・
独

創
性
』
に
評
価
の
重
き
を
置
く
採
択
基
準
を

設
け
て
い
る
。
そ
の
基
準
に
従
い
、
23
名
の

選
考
委
員
が
審
査
を
行
い
、
若
手
・
女
性
研

究
者
奨
励
金
選
考
委
員
会
に
て
審
議
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
若
手
研
究
者
奨
励
金
37
件
、

女
性
研
究
者
奨
励
金
37
件
を
採
択
し
た
。
特

に
、
若
手
研
究
者
奨
励
金
に
お
け
る
女
性
研

究
者
の
採
択
が
、
前
年
度
よ
り
も
６
件
増
え

た
こ
と
が
今
回
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

受
賞
し
た
皆
様
に
お
い
て
は
、
本
奨
励
金

を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
未
来
を
創
る
人
材
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。」贈

呈
書
授
与

　

次
に
、
福
原
理
事
長
か
ら
、
若
手
研
究
者

奨
励
金
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
神
戸
薬
科
大

学 

助
教 

寳た
か
ら

田だ

徹
先
生
、
女
性
研
究
者
奨
励

金
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
金
沢
星
稜
大
学
女

子
短
期
大
学
部 

助
教 

平
泉
沙
由
里
先
生
に

贈
呈
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本

事
業
団
の
４
名
の
理
事
か
ら
、
43
名
の
受
賞

者
へ
贈
呈
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
寳
田
先
生
、
平
泉
先
生
か
ら
、

次
の
よ
う
な
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ヒ
ト
の
血
中
に
存
在
す
る『
血
清
ア
ミ
ロ

イ
ド
A
』に
着
目
し
た
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

当
初
、
研
究
費
の
獲
得
に
苦
慮
し
て
い
た

表　若手・女性研究者奨励金　配付状況

年　度

奨励金種類

2024年度 2018年度
からの累計

件数
（件）

配付額
（千円）

件数
（件）

配付額
（千円）

若手研究者
奨励金 37 14,800 241 96,400

女性研究者
奨励金 37 14,800 243 97,200

若手・女性
研究者奨励金

合計
74 29,600 484 193,600

来賓祝辞を述べられる
日本工業倶楽部 常任理事 保土田大介様

が
、
本
奨
励
金
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
資
金

面
や
精
神
面
の
支
え
と
な
り
、
研
究
活
動
の

促
進
へ
の
励
み
と
な
っ
た
。
ほ
か
の
受
賞
者

の
研
究
テ
ー
マ
も
歴
史
学
的
研
究
や
Ａ
Ｉ
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
本
奨
励
金
が
あ

ら
ゆ
る
学
問
分
野
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
だ
と
感
じ
た
。
自
身
も
研
究
課
題
を
着

実
に
進
め
、
新
し
い
成
果
を
出
し
て
い
き
た

い
。」（
寳
田
先
生
）

　
「
私
が
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
の
道
へ

足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
40
歳
に
な
る
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
修
了
後
、
現
在
の
勤
務
校
に
所

属
し
、
研
究
を
す
る
中
で
研
究
費
の
獲
得
が

大
き
な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
た
。
年
齢
や
研

究
分
野
の
制
限
が
な
い
女
性
研
究
者
奨
励
金

は
大
変
魅
力
的
な
も
の
で
あ
り
、
採
択
通
知

を
い
た
だ
い
た
と
き
の
、
心
が
躍
る
よ
う
な

気
持
ち
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

以
前
は
教
育
関
係
の
会
社
の
経
営
者
だ
っ

福原理事長（右）から贈呈書を授与される
神戸薬科大学　寳田徹助教（左）
研究テーマ：�がん三次元培養法を用いた 

血清アミロイド A の病理的意義の解明
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た
た
め
、
経
営
者
や
起
業
家
に
強
い
関
心
が

あ
り
、
初
期
の
起
業
家
の
『
人
脈
』
に
着
目

し
、
い
か
に
業
績
向
上
す
る
か
を
研
究
し
て

い
る
。
本
研
究
の
成
果
で
、
潜
在
的
な
起
業

意
識
を
も
つ
人
々
へ
の
支
援
策
を
提
示
で
き

る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
や
地
域
活
性
化
へ

の
有
効
な
視
点
も
提
供
で
き
る
と
考
え
る
。

　

本
奨
励
金
の
受
賞
を
機
に
、
研
究
成
果
を

社
会
へ
還
元
で
き
る
日
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
研
究
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。」

（
平
泉
先
生
）

先
輩
受
賞
者
講
演

　

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
本
奨
励
金
を
受
賞

し
た
先
生
か
ら
の
、
今
年
度
受
賞
者
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
に

若
手
研
究
者
奨
励
金
を
受
賞
し
た
常
磐
会
学

園
大
学 

准
教
授 

井
上
敏
孝
先
生
、
同
じ
く

２
０
２
１
年
度
に
女
性
研
究
者
奨
励
金
を
受

賞
し
た
東
京
理
科
大
学 

講
師 

髙
木
優
香
先

生
か
ら
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
当
時
、大
学
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
て

お
り
、
全
国
各
地
の
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
実
習
報
文
と
い
う
史
料
を
使
用
し

て
い
た
。
当
初
は
研
究
資
金
不
足
で
史
料
を

見
に
行
け
ず
、
研
究
を
中
断
し
て
い
た
が
、

本
奨
励
金
に
よ
っ
て
研
究
を
再
開
で
き
、
論

文
等
を
執
筆
、
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
賞
者
の
皆
様
も
、
こ
れ
を
機
に
研
究
が
進

展
し
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て

い
る
。」（
井
上
先
生
）

　
「
受
賞
時
は
助
教
で
あ
り
、
外
部
資
金
の

獲
得
に
苦
戦
し
て
い
た
た
め
、
本
奨
励
金
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、『
女
性
研
究
者
奨
励
金
』
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、
女
性
で
か
つ
研
究
者
で
い
る
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
女
子
学

生
が
１
割
未
満
の
学
科
に
所
属
し
て
い
る
た

め
、
女
性
研
究
者
を
増
や
す
た
め
の
意
識
や

視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
研
究
や
授
業
、

大
学
の
委
員
な
ど
の
多
業
務
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。
学
生
を
連
れ
て
小
中
学
校
へ
出
前
授

業
に
行
く
な
ど
の
活
動
を
経
て
、
若
い
世
代

に
向
け
て
女
性
研
究
者
が
い
る
姿
を
広
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。」（
髙
木
先
生
）

　

贈
呈
式
の
最
後
に
、
本
事
業
団
理
事
（
経

営
情
報
・
助
成
担
当
）
菊
池
裕
明
か
ら
「
本

事
業
団
は
、
今
後
も
本
奨
励
金
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
支
援
の
輪
を
広
げ
、
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ご
支
援
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
本
奨
励
金
の
重
要
な
財
源
と

し
て
、
寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
か
ら
の
寄

付
金
が
あ
り
、
現
在
１
２
０
を
超
え
る
私
立

大
学
・
短
期
大
学
に
設
置
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
、さ
ら
に
こ
の
台
数
を
増
や
し
、

本
奨
励
金
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
研
究

者
の
皆
様
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。」

と
挨
拶
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
贈
呈
式
は

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会

　

そ
の
後
、
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
懇

親
会
に
は
、
26
名
の
来
賓
及
び
「
若
手
研
究

者
奨
励
金
」
27
名
、「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

17
名
の
計
44
名
の
研
究
者
が
出
席
さ
れ
、
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挨
拶
・
乾
杯

　

― 

私
学
事
業
団
理
事
・
東
京
女
子
大
学

名
誉
教
授 

小
野
祥
子
様 

―

　
「
受
賞
者
の
皆
様
の
研
究
へ
の
熱
意
や
希

望
に
あ
ふ
れ
る
言
葉
を
聞
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。特
に
、女
子
教
育
に
携
わ
っ

て
来
た
身
と
し
て
、
多
く
の
女
性
研
究
者
が

多
彩
に
活
躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
喜

ば
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
奨
励
金
を
活
用

し
て
研
究
を
発
展
さ
せ
、
多
様
性
、
創
造
性

に
あ
ふ
れ
る
研
究
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

本
奨
励
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
受

け
て
日
本
の
社
会
全
体
で
若
い
研
究
者
を
支

え
る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
貴

重
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ご

福原理事長（右）から贈呈書を授与される
金沢星稜大学女子短期大学部 平泉沙由里助教（左）
研究テーマ：創業期の地方の起業家に必要とされる

人的ネットワークについて

ご挨拶をいただいた
常磐会学園大学 井上敏孝准教授（右）
東京理科大学 髙木優香講師（左）

東京女子大学 名誉教授  小野祥子様より開会挨拶・乾杯
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協
力
い
た
だ
い
て
い
る
支
援
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。」と
開
会
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
（
寄
付
者
）

　

― 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社 

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
統
括
本
部 

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
カ
ス
タ
マ
ー
本
部
長 

酒
巻
智
生
様 

―

　
「
２
０
１
３
年
よ
り
始
ま
っ
た
本
奨
励
金

事
業
が
２
０
２
４
年
度
の
授
与
式
を
迎
え
ら

れ
、
本
奨
励
金
に
ご
縁
を
持
た
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
う
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
は
、
若
手
・
女

性
研
究
者
奨
励
金
の
『
小
さ
な
広
告
塔
』
と

し
て
、
ピ
ン
ク
色
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
『
寄

付
金
付
き
自
動
販
売
機
』
を
用
意
し
て
お
り
、

設
置
台
数
は
全
国
で
２
０
０
台
ほ
ど
で
あ
る
。

本
奨
励
金
の
宣
伝
に
加
え
、
購
入
金
額
の
一

部
が
本
奨
励
金
に
寄
付
さ
れ
る
し
く
み
に
な 

っ
て
い
る
た
め
、
本
奨
励
金
事
業
の
土
壌
拡

大
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
は
約
１
４
０
年
前
、
頭
痛

薬
の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ
、
今
で
は
世
界

２
０
０
カ
国
で
販
売
さ
れ
る
一
大
ブ
ラ
ン
ド

に
ま
で
成
長
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
の
研
究

開
発
が
１
４
０
年
後
に
は
全
世
界
で
誰
も
が

知
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
を
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
グ
ル
ー
プ
は

支
援
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
。」

　

懇
親
会
の
最
後
に
、
本
事
業
団
理
事
（
財

務
・
共
済
総
括
担
当
） 

吉
田
博
之
か
ら
「
受

賞
者
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
専
門
分
野
に
お

け
る
日
々
の
ご
研
鑽
に
対
し
て
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
契
機
に
さ
ら
な
る
成

果
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
奨
励
金
事

業
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。こ
れ
か
ら
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
祈
念
し
て
い
る
。」
と
挨
拶
が
あ

り
、
懇
親
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
研
究
課
題
は
、
私
学
事
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
助
成
業
務
の
ご
案
内
▼
若

手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
▼
若
手
・
女
性
研

究
者
奨
励
金　

配
付
研
究
課
題
一
覧
〕
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

来賓祝辞を述べられる
コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社
ベンディング事業統括本部
ベンディング戦略カスタマー本部長 酒巻智生様

　

私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
の
大
学
・
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
私
立
大
学

等
」
と
い
い
ま
す
）
に
お
け
る
学
術
研
究
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

50
年
か
ら
「
学
術
研
究
振
興
基
金
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
本
基
金
の
原
資
は
、
経
済
団
体

や
企
業
等
法
人
、
個
人
等
、
広
く
社
会
一
般

か
ら
の
寄
付
金
で
、
そ
の
運
用
益
を
「
学
術

研
究
振
興
資
金
」
と
し
て
、
私
立
大
学
等
の

優
れ
た
研
究
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

学
術
研
究
振
興
資
金
は
、
学
術
研
究
の
た

め
の
教
育
研
究
経
費
及
び
設
備
の
取
得
費
、

維
持
費
等
に
要
す
る
経
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
公
募
の
概
要
（
予
定
）

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
、
７
月

10
日
に
電
子
窓
口
に
掲
載
し
た
公
募
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
際
は
、
学
校
法
人
の
理
事
長
及
び

学（
校
）長
連
名
の「
推
薦
書
」が
必
要
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
書
類
の
提
出
期
限

　

令
和
６
年
９
月
６
日
（
金
）

２
０
２
５
年
度

学
術
研
究
振
興
資
金
に
か
か
る
研
究
計
画
の
公
募

助
成
部
　
寄
付
金
課

表２　2025年度　学術研究振興資金　公募の概要（予定）

対 象 研 究
私立大学等に所属する研究者が２人以上で行う共同研究

（私立大学等が付置する研究所の研究を含む）で、令和７
年４月１日現在で１年以上の研究実績があるもの

対象研究期間 令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

応 募 件 数 １学校につき１件（同一法人が複数の私立大学等を設置
している場合、学校ごとに１件ずつ応募ができます）

資金交付金額
研究にかかる対象経費の２分の１以内（学校法人の負担額は
交付希望額と同額以上が必要）で、自然科学分野は600万円、
その他の分野は300万円を上限とし、総額8,000万円（予定）

応 募 締 切 令和６年９月６日（金）

選 考 結 果 選考委員会にて選考のうえ、令和７年３月上旬に通知

資金交付時期 令和７年５月下旬

表１　2024年度　学術研究振興資金　採択状況（参考）

区　　分
件数（件） 採択率

（％）応　募 採　択

新規･継続別
新 規 93 14 15.1
継 続 ２ 年 目 14 11 78.6
継 続 ３ 年 目 13 9 69.2

学校種別
大 学 117 33 28.2
短 期 大 学 3 1 33.3
高 等 専 門 学 校 0 0 －

研究区分別
人文・社会科学系 36 10 27.8
理 工 系、 農 学 系 32 8 25.0
生物学系、医学系 52 16 30.8
合　計 120 34 28.3
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私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
等
に
在
籍

す
る
未
来
を
担
う
若
手
研
究
者
や
女
性
研
究

者
に
対
し
、
研
究
に
取
り
組
む
機
会
の
創
設

を
図
る
た
め
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」

を
創
設
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
は
、

本
事
業
団
が
独
自
で
研
究
奨
励
金
を
交
付
す

る
事
業
で
あ
り
、「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」

と
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
の
二
つ
の
奨
励

金
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
に
つ
い
て
は
、

私
立
大
学
に
在
籍
す
る
助
教
や
ポ
ス
ト
・
ド

ク
タ
ー
等
の
職
に
相
当
す
る
39
歳
以
下
の
若

手
研
究
者
を
対
象
と
し
て
、
未
来
の
担
い
手

と
な
る
多
様
な
研
究
者
の
育
成
を
図
る
観
点

か
ら
、
自
ら
考
え
、
取
り
組
む
研
究
の
機
会

の
提
供
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
人
材
の
育
成
を
図
る
う
え
で
は
女
性

研
究
者
の
一
層
の
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
出
産
、
育
児
等
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
そ
の
能
力
等
を
十
分
に
発
揮

す
る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
研
究
者

が
幅
広
く
応
募
で
き
る
よ
う
、
年
齢
制
限
を

設
け
ず
、
女
性
研
究
者
に
特
化
し
て
奨
励
金

を
交
付
す
る
こ
と
で
、
女
性
研
究
者
の
活
躍

の
促
進
を
図
り
、
私
立
大
学
等
の
一
層
の
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

両
奨
励
金
と
も
、
基
礎
研
究
・
応
用
研
究

を
問
わ
ず
、
特
定
の
分
野
に
限
ら
な
い
幅
広

い
研
究
を
対
象
に
、
既
成
の
概
念
等
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
研
究
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
を
特

色
と
し
て
お
り
、
公
募
に
当
た
っ
て
も
応
募

者
本
人
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
を
問
う
こ

と
な
く
、
所
属
長
等
の
推
薦
等
も
一
切
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
研
究
成
果
を
求
め
る
こ
と
を
重

視
せ
ず
、
成
否
に
関
わ
ら
ず
、
得
ら
れ
た
結

果
を
応
募
者
本
人
の
次
の
挑
戦
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、「
自
ら
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
」
と
い

う
研
究
テ
ー
マ
で
の
応
募
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
本
事
業
団
で
は
、
こ
う
し
た
本
奨

励
金
の
特
色
を
活
か
す
た
め
に
は
、
財
源
を

社
会
か
ら
の
直
接
の
支
援
に
よ
る
し
く
み
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
に
立
ち
、

寄
付
金
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

寄
付
金
募
集
の
一
環
と
し
て
、「
若
手
・
女
性

研
究
者
奨
励
金
寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
」

に
よ
る
募
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寄
付
金
付
き
自
動
販
売
機
の
設
置
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
場
合
、
本
事
業
団
で
は
寄
付
者

特
典
と
し
て
、
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金

の
応
募
枠
を
追
加
し
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
の
公
募
の
概
要
（
予
定
）

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
、
７
月

10
日
に
電
子
窓
口
に
掲
載
し
た
公
募
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

公
募
通
知
、
応
募
様
式
等
は
電
子
窓
口
か

ら
新
た
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
前
年
度
以

前
に
取
得
し
た
様
式
を
提
出
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
応
募
書
類
の
提
出
も

電
子
窓
口
か
ら
と
な
り
ま
す
。
郵
送
で
の
提

出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
書
類
の
提
出
期
限

　

令
和
６
年
９
月
６
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
３
１
９
・
７
３
２
０

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

２
０
２
５
年
度

若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
に
か
か
る
研
究
計
画
の
公
募

助
成
部
　
寄
付
金
課

表２　2025年度　若手・女性研究者奨励金　公募の概要（予定）

対 象 研 究

①�若手研究者奨励金：私立大学等に所属する、令和７年４月１日現在で39歳以下
（昭和60年４月２日以降に生まれた者）の助教又はポスト・ドクター（一部の
講師を含む）が１人で行う研究

②�女性研究者奨励金：私立大学等に所属する、女性の助教又はポスト・ドクター（一
部の講師を含む）が１人で行う研究

対 象 研 究 期 間 令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

応 募 件 数

原則として、１学校につき①，②それぞれ１件（同一法人が複数の私立大学等を
設置している場合、学校ごとに①，②それぞれ１件ずつ応募ができます）
　※�「若手・女性研究者奨励金寄付金付き自動販売機」の設置にご協力をいただ

いた学校法人には、寄付者特典として、①，②のいずれかの応募枠を追加さ
せていただきます。

奨励金交付金額 １件40万円、総額 約3,000万円以内
応 募 締 切 令和６年９月６日（金）
選 考 結 果 選考委員会にて選考のうえ、令和７年３月上旬に通知
奨励金交付時期 令和７年５月下旬

表１　2024年度　若手・女性研究者奨励金　採択状況（参考）

区　　分
若手研究者奨励金 女性研究者奨励金 若手・女性研究者

奨励金合計
応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

応募
（件）

採択
（件）

採択率
（％）

内　
　

訳

学
校
種
別

大　学 105 34 32.4 109 34 31.2 214 68 31.8

短期大学 8 3 37.5 10 3 30.0 18 6 33.3
高等

専門学校 1 0 0.0 0 0 － 1 0 0.0

男
女
別

男　性 77 25 32.5 － － － 77 25 32.5

女　性 37 12 32.4 119 37 31.1 156 49 31.4

合　　計 114 37 32.5 119 37 31.1 233 74 31.8
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私
立
学
校
の
施
設
整
備
事
業
等
を
対
象
と

す
る
私
学
事
業
団
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
、

Q
＆
A
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

融
資
対
象
事
業

　

�　
　

ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
と
き
に
事

業
団
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。

　

�　
　

校
舎
・
園
舎
・
体
育
施
設
・
遊
戯
室
・

講
堂
・
寄
宿
舎
・
合
宿
所
な
ど
を
新
築
・

増
築
・
改
修
・
買
収
す
る
事
業
、
校
地
・

園
地
・
運
動
場
用
地
な
ど
を
買
収
・
造
成

す
る
事
業
、
実
験
・
実
習
用
機
器
や
通

学
（
園
）
バ
ス
を
購
入
す
る
事
業
な
ど
私

立
学
校
教
育
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
事

業
に
対
し
て
幅
広
く
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
事
業
に
よ
り
、
貸
付
費
目
、
貸 

付
条
件
等
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
私
学

事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、融
資
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
の
融
資
相
談

　

�　
　

年
度
途
中
か
ら
で
も
融
資
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
す
か
。

　

�　
　

融
資
の
ご
相
談
は
一
年
を
通
し
て
い

つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
本
事
業
団

の
融
資
計
画
額
に
余
裕
の
あ
る
限
り
ご
要

望
に
沿
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
額
の
上
限

　

�　
　

融
資
額
に
上
限
は
あ
り
ま
す
か
。

　

�　
　

①
事
業
費
に
よ
る
査
定
、
②
法
人
の

資
産
に
よ
る
査
定
、
③
担
保
物
件
に
よ
る

査
定
を
行
い
、
最
も
低
い
金
額
を
上
限
と

し
て
融
資
額
を
決
定
し
ま
す
。

返
済
期
間
の
設
定

　

�　
　

返
済
期
間
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

す
か
。

　

�　
　

所
定
の
返
済
期
間
の
範
囲
内
で
学
校

法
人
の
希
望
に
よ
り
期
間
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
返
済
期
間
に
よ
っ
て
適
用

金
利
が
異
な
り
ま
す
。

貸
付
金
利
の
決
定

　

�　
　

金
利
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す
か
。

　

�　
　

契
約
時
（
月
）
の
金
利
を
適
用
し
、

償
還
完
了
ま
で
変
わ
ら
な
い
固
定
金
利
で

す
。
本
事
業
団
で
は
資
金
調
達
（
財
政
融

資
資
金
）
の
関
係
か
ら
毎
月
１
日
に
金
利

を
見
直
し
て
お
り
、
融
資
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
て
か
ら
融
資
の
契
約
ま
で
の
間

に
金
利
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

Q
１

A
１

Q
２

A
２

Q
３

A
３

Q
４

A
４

Q
５

A
５

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
新
の
金
利
は
私
学
事
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

担
保
物
件

　

�　
　

担
保
物
件
は
必
要
で
す
か
。

　

�　
　

土
地
（
校
地
）
及
び
土
地
の
上
に
存

在
し
て
い
る
建
物
を
担
保
と
し
て
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
土
地
の
み
を

評
価
対
象
と
し
、
本
事
業
団
に
お
い
て
評

価
額
を
算
出
し
ま
す
。

連
帯
保
証
人

　

�　
　

連
帯
保
証
人
は
必
要
で
す
か
。

　

�　
　

学
校
法
人
等
の
理
事
長
に
、連
帯
保
証

人
と
な
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

融
資
ま
で
の
手
続
き
期
間

　

�　
　

融
資
の
申
し
込
み
を
し
て
か
ら
融
資

実
行
ま
で
の
手
続
き
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。
ま
た
、
そ
の
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

　

�　
　

通
常
の
場
合
、
融
資
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
資
金
借
入
申
込
書
の
提
出

②
借
入
事
業
関
連
資
料
の
提
出

③
融
資
審
査

④
融
資
契
約
関
係
書
類
の
提
出

⑤
貸
付
金
決
定
通
知
の
交
付

⑥
融
資
契
約
の
締
結

⑦
資
金
交
付

　

�　

審
査
に
は
、
②
借
入
事
業
関
連
資
料
の

提
出
か
ら
⑦
資
金
交
付
ま
で
は
お
お
む
ね

Q
６

A
６

Q
７

A
７

Q
８

A
８

２
か
月
程
度
要
し
ま
す
。
②
借
入
事
業
関

連
資
料
が
整
う
ま
で
③
融
資
審
査
が
終
了

し
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

�　

な
お
、
②
か
ら
⑦
ま
で
の
手
続
き
は
各

法
人
の
資
金
希
望
時
期
に
対
応
し
て
事
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
変
更
点
等

　

�　
　

６
年
度
の
融
資
制
度
の
変
更
点
は
あ

り
ま
す
か
。

　

�　
　

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

学
校
施
設
の
規
模
の
見
直
し
等
に
よ
る
建

物
解
体
事
業
を
対
象
と
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を

創
設
し
ま
し
た
。

②�

成
長
分
野
へ
の
学
部
再
編
等
を
行
う
学
校

へ
の
支
援
に
つ
い
て
融
資
条
件
等
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

�　

な
お
、
耐
震
改
築
・
耐
震
改
修
事
業
及

び
大
学
附
属
病
院
の
建
て
替
え
事
業
に
対

す
る
利
子
助
成
制
度
、
並
び
に
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
融
資
条
件
の
優

遇
に
つ
い
て
は
、
５
年
度
に
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

※�　

詳
細
は
本
誌
５
月
号（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．３
１
７
） 

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

Q
９

A
９

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
６
２
～
７
８
６
４

７
８
６
６
～
７
８
６
８

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

私
学
事
業
団　
融
資
に
か
か
る
Ｑ
＆
Ａ

融
資
部
　
融
資
課
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⃝会計処理のご質問
　会計処理の仕方を教えてほしい

⃝財務分析
　学校の財務分析資料がほしい

⃝基礎調査等のご質問
　�基礎調査票e-マネージャの入力・操作

等について教えてほしい

⃝規程集等の閲覧
　�学校法人の業務改善のため、他の学

校の規程集等の事例を参考にしたい

⃝教育情報の活用・公表
　�大学等のさまざまな特色や取り組みを

検索したい

⃝経営上の問題への解決策の提案
　�「学生募集」、「人件費削減」等の経営

上の問題について、学校法人の現状に
あった提案をしてほしい

⃝経営改善計画の作成支援
　�学校法人活性化・再生研究会最終報告

で提案されている、目標と期限を明確
にした経営改善方策を作成し、経営改
善に努めたいが、その作成を支援して
ほしい

「学校法人活性化・再生研究会最終報告」
https://www.shigaku.go.jp/s_center_saisei.pdf
16ページ～18ページ、31ページ参照

「経営改善計画立案・実施のための参考資料」
https://www.shigaku.go.jp/s_kaizenkeikaku.htm

⃝経営者や職員の研修・育成
　�私学経営に関する短期集中型の研修を

受けたい

⃝研修会実施の支援
　�学校法人の役員、教員、職員を対象に

した研修会の実施に協力してほしい

⃝改革事例等の紹介
　�教育改革等について他校で実施してい

る具体的な事例を紹介してほしい

（私学情報資料室）☎03（3230）7846・7847
学校法人等の役職員を対象に、大学・短期大学法人の規程
集等が閲覧できます（私学振興事業本部（九段事務所１階））

（データ提供）☎03（3230）7846・7847
インターネットを利用して小学校法人から大学法人が直接、
以下のデータや分析資料等を出力・閲覧できるシステム（私
学情報提供システム）を提供しています
◇学生数 ◇財務データ ◇財務比率表 ◇今日の私学財政 等

（依頼に基づく資料提供）☎03（3230）7838
「私学情報提供システム」で作成できない特別な加工が必要な
分析データを作成・提供します。ご利用にあたっては、私学
事業団へ「情報提供依頼書」を提出していただきます

（内容により、日数を要します）

（大学ポートレート（私学版））☎03（3230）7852～7854
私立の大学、短期大学、高等専門学校の特色や実践している
教育研究の取り組みをWebサイトにて提供しています

（セミナー）☎03（3230）7849～7851・7855
理事長・学長向けにリーダーズセミナーを、若手職員向けに
スタッフセミナーを開催しています

（講師派遣）☎03（3230）7839
●センターの職員を講師として派遣します
●講師派遣については交通費と講演料が必要です

（経営相談）☎03（3230）7828・7829
●�学校法人を訪問し、経営改革のキーパーソンとなる役員及

び教職員の方々にヒアリングしながら、解決策を探ります
●�学校法人の抱える経営上の問題点について現状分析、問

題点の把握、考えられる対応策を整理してアドバイスを
します

●必要に応じて事業団が依頼している専門家
　�（公認会計士、弁護士、社会保険労務士、教学専門家等）

と共同で実施します
●�経営改善計画の進捗状況を踏まえ、適時適切な助言等を

行います
●�学校法人にて経営相談を実施する場合、所定の交通費が

必要になります

（会計処理等、基礎調査、e-マネージャについてのご質問への回答）
電話・メールで回答します
●会計処理等についてのご質問
　☎03（3230）7846・7847
●基礎調査、e-マネージャについてのご質問
　☎03（3230）7840～7844

※左記の要望に対する連絡先は同色で囲まれた右欄内の電話番号となります。

令和 ６ （２０２４）年度　私学経営情報センターが行う
サービスのご案内

　私学経営情報センターでは、学校法人の経営改善の支援及び教育条件並びに経営に関す
る情報の収集・提供業務を行っております。当センターで提供している主なサービス内容
と連絡先は以下のとおりです。経営相談、財務分析、会計処理、講演など幅広いサービス
を提供しておりますので、ぜひご利用ください。

私学経営情報センターで提供可能なサービス学校法人の要望例
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令
和
６
年
４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

健
康
会
議
に
お
い
て
「
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

促
進
宣
言
」
が
行
わ
れ
、
医
療
機
関
・
薬
局
、

保
険
者
、
事
業
主
、
行
政
な
ど
医
療
に
関
わ

る
す
べ
て
の
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
マ
イ
ナ

保
険
証
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
旨
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
学
事
業
団
は
６
年
11
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
診
率
を
50
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
６
年
５
月
受
診
率
は
７
・
85
％

と
50
％
達
成
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

誌
に
て
た
び
た
び
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
、
健
康
保
険

証
利
用
登
録
及
び
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診

に
つ
い
て
、
加
入
者
へ
の
周
知
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
に
つ
い
て

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

new
page_08277.htm

l

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
の
メ
リ
ッ
ト

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

new
page_22682.htm

l

◆
直
営
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
と
き

　

加
入
者
料
金
の
適
用
に
当
た
り
、
次
の
い

ず
れ
か
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

加
入
者
証
（
※
１
）
又
は
加
入
者
被
扶
養

者
証
（
※
１
）

②�

資
格
確
認
書
（
※
２
）
又
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
（
※
３
）

③
加
入
者
資
格
証
（
丙
種
校
加
入
者
）

④�
福
祉
施
設
等
利
用
証
（
75
歳
以
上
等
の
特

定
教
職
員
）

⑤�

年
金
者
福
祉
施
設
等
利
用
証
又
は
年
金
等

給
付
加
入
者
記
録
票

⑥
私
学
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド

※�

１　

加
入
者
証
等
の
経
過
措
置
終
了
（
令

和
７
年
12
月
１
日
）
ま
で
の
間
に
限
り
ま

す
。

※�

２　

加
入
者
証
等
の
廃
止
後
に
、
加
入
者

証
等
に
代
わ
る
も
の
で
す
。

※�

３　

加
入
者
等
の
登
録
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。

◆�

厚
生
施
設
・
健
康
増
進
宿
泊
施
設
を
利
用

す
る
と
き

　

私
学
共
済
ブ
ッ
ク
に
添
付
し
て
い
る
施
設

利
用
補
助
券
を
使
用
す
る
と
き
は
、
施
設
の

窓
口
に
前
記
①
～
④
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

注�　

資
格
確
認
の
た
め
の
書
類
は
、
今
後
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
誌
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
、
特
定
学
校
法
人

等
の
規
模
要
件
が
51
人
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
学
校
法
人
等

単
位
で
、
過
去
11
か
月
の
各
月
の
掛
金
の
調

定
人
数
が
51
人
以
上
の
月
が
６
か
月
以
上
か

ど
う
か
に
よ
り
、
次
の
①
〜
③
の
３
種
類
に

区
分
し
て
、
す
で
に
特
定
学
校
法
人
等
と

な
っ
て
い
る
学
校
法
人
等
を
除
き
、
事
前
連

絡
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

注　

10
頁
の
Ｑ
＆
Ａ
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

①
特
定
学
校
法
人
等
に
該
当
す
る

　

�

短
時
間
労
働
加
入
者
の
要
件
に
該
当
す
る

人
が
い
る
場
合
は
、
専
用
の
報
告
書
「
資

格
取
得
報
告
書
（
短
時
間
労
働
加
入
者 

用
）DL
」
を
10
月
以
降
速
や
か
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②�

施
行
時
に
特
定
学
校
法
人
等
に
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
る

　

�

過
去
１
年
間
の
う
ち
６
か
月
が
51
人
以
上

に
該
当
す
る
場
合
は
、「
特
定
学
校
法
人

等
該
当
届
書
DL
」
を
提
出
し
、
短
時
間
労

働
加
入
者
の
要
件
に
該
当
す
る
人
が
い
る

場
合
は
、
専
用
の
報
告
書
「
資
格
取
得
報

告
書
（
短
時
間
労
働
加
入
者
用
）
DL
」
を

10
月
以
降
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
施
行
時
は
特
定
学
校
法
人
等
に
該
当
し
な
い

　

今
回
は
特
に
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
の
資
格
取
得

等
の
際
、
報
告
さ
れ
た
氏
名
等
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規

格
外
の
文
字
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
個
別

に
、規
格
に
無
い
文
字
、い
わ
ゆ
る
外
字（
※
）

を
作
成
し
登
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
外

字
は
医
療
機
関
等
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
行
う
際
に
表
示
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
、
資
格
情
報
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
収
録
時
に
お
い
て

も
、
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
と
相
違
し
た
場

合
、
収
録
に
時
間
を
要
し
た
り
、
収
録
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
資
格
取
得
報
告
書
等
に
氏
名

等
を
記
入
す
る
際
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
・
第
二

水
準
の
文
字
を
使
用
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
外
字
で
登
録
し
て
い
る
人

が
医
療
機
関
等
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
加
入
者
等
の
異
動
報
告

書
に
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
一
・
第
二
水
準
の
文
字

又
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
へ
修
正
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�　

外
字
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の

文
字
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
コ
ー
ド
な

ど
）
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
文
字
を
私
学

事
業
団
で
独
自
に
作
成
し
た
文
字
で
す
。

　

【
例
】「
髙
」「
𥔎
」
な
ど

業
務
部　

資
格
課

加
入
者
証
等
の
氏
名
登
録
に
か
か
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
外
の
文
字
の
取
り
扱
い

企
画
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
促
進
の
お
願
い

福
祉
部　

保
健
課

加
入
者
証
等
廃
止
に
伴
う

契
約
施
設
等
の
利
用

業
務
部　

資
格
課

特
定
学
校
法
人
等
に
か
か
る
事
前
連
絡
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DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等ダウンロード〕からダウンロードできます。

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
、
特
定
学
校
法
人
等

と
な
る
学
校
法
人
等
の
規
模
要
件
が
改
正
さ 

れ
、
70
歳
未
満
の
通
常
の
加
入
者
数
が
１
０
１ 

人
以
上
か
ら
51
人
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
短
時
間
労
働
加
入
者
の

資
格
取
得
に
関
す
る
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

を
要
件
ご
と
に
Ｑ
＆
Ａ
で
説
明
し
ま
す
。

週
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上

　

�　
　

週
の
所
定
労
働
時
間
が
一
定
で
な
い

人
は
ど
う
判
断
し
ま
す
か
。

　

�　
　

就
業
規
則
や
雇
用
契
約
書
等
で
、
通

常
の
週
（
祝
祭
日
や
夏
期
休
暇
等
の
休
日

を
含
ま
な
い
週
）
に
勤
務
す
べ
き
こ
と
と 

さ
れ
て
い
る
時
間
が
判
断
基
準
に
な
り
ま
す
。

　

�　

な
お
、
雇
用
契
約
書
等
に
週
の
労
働
時

間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
週
の
労
働

時
間
に
よ
る
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
一

定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

◆�

一
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算
出
す
る
も
の

は
次
の
よ
う
な
場
合
で
す

①�

所
定
労
働
時
間
が
１
か
月
と
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合

　

→�

１
か
月
の
所
定
労
働
時
間
を
12
分
の
52

で
除
し
た
時
間
（
１
か
月
の
所
定
労
働

時
間
×
12
か
月
／
52
週
で
算
定
）

②�

所
定
労
働
時
間
が
１
か
月
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
夏
期
休
暇
等
の
た
め
特
定
の
月
の

所
定
労
働
時
間
に
例
外
的
な
長
短
が
あ
る

場
合

　

→�

特
定
の
月
を
除
い
た
通
常
の
月
の
所
定

労
働
時
間
を
12
分
の
52
で
除
し
た
時
間

③�

所
定
労
働
時
間
が
１
年
と
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合

　

→�

１
年
の
所
定
労
働
時
間
を
52
で
除
し
た

時
間

④�

４
週
５
休
制
な
ど
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
短
期
的
か
つ
周
期
的
に
変
動
し
一
定

で
な
い
場
合
等

　

→�

当
該
周
期
に
お
け
る
１
週
間
の
所
定
労

働
時
間
を
平
均
し
て
算
出

月
額
賃
金
が
８
万
８
０
０
０
円
以
上

　

�　
　

賃
金
の
月
額
の
要
件
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
か
。

　

�　
　

月
額
賃
金
８
万
８
０
０
０
円
以
上
の

算
定
対
象
は
、基
本
給
及
び
諸
手
当
で
す
。

　

�　

た
だ
し
、臨
時
の
賃
金（
結
婚
手
当
等
）、

時
間
外
割
増
賃
金
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
等
、
就
業
先
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
支
給

さ
れ
な
い
よ
う
な
諸
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
。

　

�　

な
お
、
こ
の
賃
金
の
要
件
を
満
た
し
、

短
時
間
労
働
加
入
者
と
な
る
と
、「
資
格
取

Q
１

A
１

Q
２

A
２
A
２

得
報
告
書（
短
時
間
労
働
加
入
者
用
）DL
」

や
「
標
準
報
酬
基
礎
届
書
DL
」
に
記
入
す

る
報
酬
月
額
は
、
通
常
の
加
入
者
と
同
様

に
労
働
の
対
償
と
し
て
経
常
的
に
受
け
る

も
の
は
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
。

　

�　

報
告
書
等
を
記
入
す
る
際
は
、
要
件
の

判
定
の
際
に
算
入
し
な
か
っ
た
諸
手
当
も

含
め
た
報
酬
月
額
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　
　

短
時
間
労
働
加
入
者
と
し
て
資
格
取

得
し
た
後
に
月
額
賃
金
が
８
万
８
０
０
０

円
未
満
と
な
っ
た
場
合
、
資
格
は
喪
失
し

ま
す
か
。

　

�　
　

原
則
と
し
て
、
資
格
取
得
後
に
雇
用

契
約
等
が
見
直
さ
れ
、
月
額
賃
金
が
８
万

８
０
０
０
円
を
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
等
を
除
き
、
加
入
者
の
資
格

を
喪
失
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�　
　

時
給
、
日
給
等
に
つ
い
て
、
月
額
賃

金
に
換
算
し
た
額
は
ど
の
よ
う
に
算
出
し

た
ら
よ
い
で
す
か
。

　

�　
　

就
業
規
則
や
雇
用
契
約
書
に
お
け
る

通
常
の
週
の
所
定
労
働
時
間
と
１
か
月
の

所
定
労
働
日
数
に
よ
り
月
額
に
換
算
し
た

額
と
な
り
ま
す
。

２
か
月
以
上
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る

　

�　
　

雇
用
期
間
が
２
か
月
を
超
え
る
見
込

み
が
あ
っ
た
た
め
、
加
入
者
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
が
、
当
該
期
間
を
超
え
な
か
っ

た
場
合
、
加
入
者
資
格
を
取
り
消
す
こ
と

Q
３

A
３

Q
４

A
４

Q
５

は
で
き
ま
す
か
。

　

�　
　

雇
用
時
に
２
か
月
を
超
え
る
見
込
み

が
あ
っ
た
場
合
、
結
果
と
し
て
雇
用
期
間

が
２
か
月
未
満
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
加

入
者
の
資
格
取
得
を
取
り
消
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

�　

通
常
ど
お
り
雇
用
期
間
が
終
了
し
た
時

点
で
「
資
格
喪
失
報
告
書
DL
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

�　
　

雇
用
期
間
が
２
か
月
以
内
で
あ
る
場

合
で
も
、
雇
用
期
間
が
２
か
月
を
超
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

�　
　

雇
用
期
間
が
２
か
月
以
内
で
あ
っ
て

も
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
定
め
た
期
間
を
超
え
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

①�

就
業
規
則
、
雇
用
契
約
書
等
そ
の
他
書
面

に
お
い
て
、
そ
の
契
約
を
更
新
す
る
旨
又

は
更
新
す
る
場
合
が
あ
る
旨
が
明
示
さ
れ

て
い
る
こ
と

②�

同
一
の
学
校
等
に
お
い
て
同
様
の
雇
用
契

約
に
基
づ
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
人
が
更
新

等
に
よ
り
２
か
月
を
超
え
て
雇
用
さ
れ
た

実
績
が
あ
る
こ
と

注�　

①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
も
、
労

使
双
方
に
よ
り
２
か
月
を
超
え
て
雇
用
し

な
い
こ
と
を
合
意
し
て
い
る
と
き
は
、
定

め
た
期
間
を
超
え
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が 

見
込
ま
れ
な
い
こ
と
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

A
５

Q
６

A
６

短
時
間
労
働
加
入
者
に
か
か
る
Ｑ
＆
Ａ

業
務
部
　
資
格
課
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私
学
共
済
制
度
で
は
、
加
入
者
の
記
録
を

所
属
す
る
学
校
ご
と
に
管
理
し
て
加
入
者
番

号
を
付
番
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
や
配
置
換
え
の
際
に
提
出
す
る
「
資

格
取
得
報
告
書
DL
」
や
「
所
属
学
校
等
変
更

報
告
書
DL
」
は
、
必
ず
加
入
者
が
実
際
に
勤

務
し
て
い
る
学
校
の
所
属
と
し
て
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
、
同
一
法
人
で
複
数
の
学

校
が
あ
る
と
き
は
、
所
属
学
校
に
誤
り
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
や
「
所
属
学
校

等
変
更
報
告
書
DL
」
は
、
加
入
者
情
報
を
登

録
す
る
前
に
、
記
載
さ
れ
た
学
校
番
号
が
正

し
い
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
は
、
報
告
書
の
右
上
に
あ
る 

「
事
務
連
絡
先
電
話
番
号
」
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
、
私
学
事
業
団
に
登
録
し
て
い
る
法

人
所
在
地
、
学
校
所
在
地
、
連
絡
先
の
い
ず

れ
か
の
電
話
番
号
の
下
４
桁
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
記
入
漏
れ
や
登
録
し
て
い
な

い
番
号
を
記
入
し
た
場
合
は
、
確
認
に
時
間

が
か
か
り
、処
理
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

電
話
番
号
は
、
学
校
番
号
に
紐
づ
け
て
い

ま
す
の
で
、
学
校
番
号
の
記
入
漏
れ
や
記
入

誤
り
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
番
号
を
変
更
す
る
と
き
は
、「
学
校

法
人
等
異
動
報
告
書
DL
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆�

20
歳
以
上
の
人
は
基
礎
年
金
番
号
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

基
礎
年
金
番
号
が
未
記
入
の
場
合
は
、
原

則
、
資
格
取
得
の
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

20
歳
未
満
の
人
や
、
日
本
で
初
め
て
住
民

登
録
を
し
た
外
国
籍
の
人
以
外
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
必
ず
付
番
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
等
で
確
認
の
う
え
誤
り
の

な
い
よ
う
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、基
礎
年
金
番
号
が
不
明
な
場
合
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

令
和
５
年
９
月
に
私
学
共
済
法
施
行
規
則

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
資
格
取
得
報
告
書

等
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
義
務
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
（
５
年
９
月
29
日
施
行
）。

　

加
入
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
学
校
法
人

等
が
確
認
の
う
え
、
誤
り
の
な
い
よ
う
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
票
住
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
「
資
格
取
得
報
告
書
DL
」
に
記
入
す
る
加

入
者
の
住
所
は
、
住
民
票
の
住
所
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
と
異
な
る
氏
名
や
住
所
を

記
入
し
た
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
録
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
資
格
取
得
報
告
書
」
等
を
提
出
す
る
際
の
注
意
点

業
務
部
　
資
格
課

　

令
和
６
年
６
月
よ
り
本
格
的
に
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
健
康
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

Ｐ
ｅ
ｐ　

Ｕ
ｐ
（
ペ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）
上
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
は
、
個
人
や

チ
ー
ム
で
参
加
で
き
ま
す
。
設
定
し
た
目
標

を
達
成
す
る
と
Ｐ
ｅ
ｐ　

Ｕ
ｐ
内
で
健
康

グ
ッ
ズ
や
電
子
マ
ネ
ー
と
交
換
で
き
る
Ｐ
ｅ

ｐ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
は
エ
ン
ト
リ
ー
が
必
要
で

す
。
こ
の
機
会
に
Ｐ
ｅ
ｐ　

Ｕ
ｐ
に
登
録
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
エ
ン
ト
リ
ー
期
間

　

６
年
９
月
10
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

　

こ
の
期
間
中
に
、
エ
ン
ト
リ
ー
や
チ
ー
ム

へ
の
参
加
や
移
動
、
新
規
チ
ー
ム
の
作
成
が

で
き
ま
す
。

注�　

複
数
の
チ
ー
ム
へ
参
加
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
開
催
期
間

　

６
年
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

　

（
歩
数
入
力
締
め
切
り
日　

11
月
４
日
）

◆
一
日
の
有
効
歩
数
上
限

　

３
万
歩

注　
上
限
を
超
え
た
歩
数
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
歩
数
を
遡
っ
て
入
力
で
き
る
期
間

　

３
日
間

◆
チ
ー
ム
人
数

　

最
低
３
人
以
上
最
高
20
人
未
満

◆
チ
ー
ム
の
作
り
方

　

チ
ー
ム
は
公
開
・
非
公
開
の
設
定
を
し
て

登
録
が
で
き
ま
す
。

・
公
開
型
チ
ー
ム

　

�　

参
加
者
が
チ
ー
ム
を
検
索
し
て
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
る
設
定
で
す
。

・
非
公
開
型
チ
ー
ム

　

�　

知
人
だ
け
で
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
場
合

の
設
定
で
す
。
チ
ー
ム
を
検
索
し
て
も
表

示
さ
れ
ま
せ
ん
。

注�　

非
公
開
型
チ
ー
ム
で
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ラ
リ
ー
の
ラ
ン
キ
ン
グ
画
面
に
は
チ
ー
ム

名
や
歩
数
平
均
な
ど
は
表
示
さ
れ
ま
す
。

◆
多
彩
な
し
く
み

・
チ
ー
ム
対
抗
ラ
ン
キ
ン
グ

・
チ
ー
ム
内
ラ
ン
キ
ン
グ

・
頑
張
っ
た
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
表
示

　

開
催
期
間
中
の
平
均
歩
数
を
基
に
、
順
位

付
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
頑
張
っ
た
メ
ン

バ
ー
へ
は
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
い
い
ね

マ
ー
ク
」
の
送
信
も
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私

学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
福
祉
事
業
▼
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
〕か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｐ
ｅ
ｐ　
Ｕ
ｐ（
ペ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）を
利
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

福
祉
部　

保
健
課
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今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
実
施
に
つ
い

て
、
６
月
下
旬
に
関
係
書
類
を
学
校
法
人
等

宛
て
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
、
特
定
保
健
指
導
及
び
健

康
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ 
Ｕ
ｐ

（
ペ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）」
に
か
か
る
学
内
掲
示
用

ポ
ス
タ
ー
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
加
入
者

へ
の
周
知
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
扶
養
者
に
対
し
て
は
、
加
入
者

の
自
宅
宛
て
に
送
付
し
た
特
定
健
康
診
査
受

診
券
（
セ
ッ
ト
券
）
を
使
用
し
て
受
診
す
る

よ
う
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
作
成
・
提
出

　

加
入
者
の
特
定
健
康
診
査
は
、
学
校
法
人

等
が
行
う
定
期
健
康
診
断
結
果
を
活
用
し
ま

す
。
学
校
法
人
等
又
は
委
託
先
の
健
診
機
関

で
健
診
結
果
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

作
成
の
際
は
、
６
月
下
旬
に
学
校
法
人
等

へ
送
付
し
た
「
特
定
健
診
元
気
ガ
イ
ド
（
事

務
担
当
者
用
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事

業
の
ご
案
内
▼
刊
行
物
▼
事
務
担
当
者
向
け

の
刊
行
物
〕
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
等
が
行
う
定
期
健
康
診
断
を
健

診
機
関
へ
委
託
す
る
際
に
は
、
後
述
す
る
必

須
項
目
や
変
更
点
を
含
む
健
診
結
果
の
作
成

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
時
の
必
須
項
目

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ
る
と
特
定

保
健
指
導
の
判
定
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
提

出
す
る
際
に
は
、
表
の
基
本
的
な
健
診
の
項

目
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

例
年
、
次
の
①
～
③
に
不
備
が
目
立
ち
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
診
実
施
年
月
日
等

　

特
定
健
康
診
査
に
代
え
て
提
出
す
る
定
期

健
康
診
断
結
果
は
、
当
該
年
度
中
に
実
施
し

た
健
診
に
限
り
ま
す
。
健
診
実
施
日
が
令
和

６
年
度
中（
６
年
４
月
１
日
～
７
年
３
月
31
日
）

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
入
者
番
号
等
の
な
い
健
診
結
果

は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

血
糖
（
空
腹
時
血
糖
、
Ｈヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ
又
は

随
時
血
糖
〈
食
後
３
・
５
時
間
以
上
〉）

　

血
糖
値
の
測
定
に
際
し
て
は
、
定
期
健
康

診
断
を
実
施
す
る
健
診
機
関
に
確
認
し
、
空

腹
時
血
糖
、Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
又
は
随
時
血
糖（
食

後
３
・５
時
間
以
上
）を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
標
準
的
な
質
問
票

　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
健
診
結
果
の
他
に

質
問
項
目
と
し
て
「
血
圧
」・「
血
糖
」・「
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
（
中
性
脂
肪
を
含
み
ま
す
）」
を

そ
れ
ぞ
れ
下
げ
る
薬
の
使
用
の
有
無
及
び
喫

煙
の
有
無
の
回
答
が
必
須
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

①
随
時
中
性
脂
肪
の
報
告
が
可
能
に

　

空
腹
時
以
外
の
脂
質
検
査
を
随
時
中
性
脂

肪
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

②
採
血
時
間
の
確
認
の
必
須
化

　

食
後
10
時
間
以
上
、
食
後
３
・
５
時
間
以

上
10
時
間
未
満
、
食
後
３
・
５
時
間
未
満
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
か
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

③
「
尿
検
査
未
実
施
等
の
理
由
欄
」
の
新
設

　

女
性
の
場
合
で
も
、
未
実
施
理
由
の
記
載

な
く
数
値
省
略
は
不
可
と
な
り
ま
す
。
未
実

施
の
場
合
は
生
理
等
の
具
体
的
な
理
由
を
明

記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
「
Ｐ
ｅ
ｐ 

Ｕ
ｐ
」
か
ら
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
14
頁
参
照
）

福
祉
部　

保
健
課

令
和
６
年
度

特
定
健
康
診
査
の
結
果
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

表　基本的な健診の項目
健診実施年月日
加入者番号・氏名・生年月日・性別
身体計測 身長・体重・BMI・腹囲
血　　圧 最高血圧・最低血圧

血中脂質
HDLコレステロール・LDLコレステロール又はnon-HDL
コレステロール（食後採血か中性脂肪400mg/dl以上の
場合）・空腹時中性脂肪又は随時中性脂肪（※）

肝 機 能 GOT（AST）・GPT（ALT）・γ–GTP（γ–GT）
血　　糖 空腹時血糖、HbA1c又は随時血糖（※）
尿 検 査 尿糖・尿蛋白
既往歴・自覚症状・他覚症状

標準的な
質問票

「血圧」・「血糖」・「コレステロール（中性脂肪も含
みます）」をそれぞれ下げる薬の使用の有無
喫煙の有無

（※）食後3.5時間以上

1

2

3

電子媒体での健診結果提出にご協力ください
　電子媒体で提出する場合、以下１．及び２．の
方法で提出データを事前にチェックでき、不備に
よる照会・返送を減らすことができます。
　また、電子媒体は紙での提出よりも早く処理が
進むため、加入者への情報提供や利用券の送付を
迅速に行うことができます。今後は、電子媒体で
の提出にご協力をお願いします。
１．学校法人等がデータを作成する場合
　「特定健診提出用データ入力・作成ツール」を
ダウンロードすることで、対象者の健診結果の入
力・チェックができます。

２．健診機関（病院等）がデータを作成する場合
　「特定健診提出用データ（XML・CSV）チェック
ツール」をダウンロードすることで、健診機関が
作成した健診結果データのチェックができます。
　この場合、学校法人等で実施するのはデータの
チェックのみです。

３．暗号化ツール
　個人情報保護強化のため、１．又は２．でチェッ
クした後のデータを暗号化するツールを配付して
います。併せてご利用ください。

注　�各ツールの詳細は私学共済ホームページをご
覧ください。
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私学共済ホームページをご活用ください
広報相談センター　広報班

　私学共済ホームページでは私学共済制度に関するさまざまな情報を掲載しています。また、緊急時や災害時にかか
る対応も随時お知らせしていますので、ぜひご活用ください。

お知らせ
私学共済制度に関するトピック
スを掲載しています。
利用者ごとのラベルを設定して
いますので、各利用者別に必要
な情報を得ることができます。

2

注目情報
災害への対応やマイナンバーな
ど、特にお伝えしたい内容を時
期に応じて掲載しています。
また「注目ワード」では、共済
事業に関する利用頻度の高い情
報にアクセスしやすいよう機能
性を高めています。

3

各事業のご案内
私学共済制度の各事業の詳細
は、こちらから閲覧できます。

4

元加入者向け
すでに私立学校を退職している
人向けのページです。

5

ナビゲーション
・�加入者・年金受給者・事務担

当者向け
それぞれのページから、各利用
者に必要な情報を探すことがで
きます。利用者別メニュー（★）
もご利用ください。
すでに私立学校を退職している
人向けに、新たに元加入者向け
のページ（⑤）を設置しました。
年金の請求手続きや、退職時の
手続き等を掲載しています。加
入者向け及び年金者向けページ
からリンクしています。
・様式用紙等ダウンロード
各種手続きの際に使用する様式
用紙等の一部（本誌でDLマーク
が付いている用紙）がダウンロ
ードできます。
・よくある質問（Q&A）
私学共済制度にかかるよくある
質問（Q&A）を掲載しています。

1

アクセスはこちらから
URL：https://www.pmac.shigaku.go.jp/

「私学共済」で検索

2

4

★

1
4

3

5



　標準報酬（標準報酬月額及び標準賞与額）は、毎月の
掛金等の計算や、短期給付金及び将来の年金等給付を算
定する基礎となる重要なものです。私学共済ホームペー
ジ〔よくある質問〕にも「報酬に関するＱ＆Ａ」を掲載
していますので、参考にしてください。なお、掛金等の
徴収の時効により、２年以上遡及しての報告・訂正はで
きませんので、報告漏れ等のないよう注意してください。
●報告時に使用する書類
　標準報酬にかかる主な報告書類は、次のとおりです。
・毎年７月に必ず報告（４・５・６月の報酬）

→「標準報酬基礎届書 DL」
・賞与等が支払われたとき� →「賞与等支給報告書 DL」
・�身分変更や転居などで固定的給与の変動を伴い、報酬
が大きく変わったとき（従前と比べ２等級以上増減）

→「標準報酬月額改定届書 DL」
　その他、要件に該当した場合には即時改定用や、産�
休・育休終了者用、年平均用の「標準報酬月額改定届
書 DL」を提出してください。
●確認通知書
　報告に基づく処理結果として、「学校法人等用」及び「加
入者用」の確認通知書を学校法人等宛てに送付します。
　加入者用の確認通知書は必ず加入者へ配付し、双方で
報告内容を確認してください。
　掛金等の請求時期は、学校法人等用の確認通知書に、
処理が反映される調定月を記載しています。
※�令和６年の標準報酬基礎届書の提出期限は７月10日
（水）です。まだ提出していない場合は、至急提出して
ください。
� 【業務部　資格課】

　令和６年９月24日（火）送金分は８月30日（金）が申
込締め切り日となります。締め切り日（毎月15日及び月
末）が土・日曜日又は休日のときは繰り上がりますので
注意してください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

標準報酬の報告漏れがないよう
注意してください

貸付けの申込締め切り日に
注意してください

　学校法人等から提出された加入者の特定健診データの
登録処理が完了すると、学校法人等へ「特定健康診査結果
一覧」を送付し、対象者の保健指導判定等を通知します。
　また、加入者等には健康に関するアドバイス等を記載
した健康情報通知書「健康年齢」（圧着はがき又は封書）
を届け出住所宛てに送付します。
　なお、当通知には健診結果等の
数値は掲載していません。健診
結果は健康情報ポータルサイト�
Ｐｅｐ Ｕｐに登録のうえ確認す
るよう、加入者への周知をお願い
します。
　Ｐｅｐ Ｕｐに登録するための
本人確認用コードは当通知にも掲
載しています。
� 【福祉部　保健課】

健診結果は「Ｐｅｐ Ｕｐ」で
ご確認ください

２日（金） 貸付  送金

６日（火） 貸付  ７月分定期償還期限

９日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（木） 貸付  ９月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（火） 貯金  送金

22日（木） 貸付  送金

23日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（水）
掛金等  ７月調定口座振替（自振校のみ）
貸付  ８月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（金） 貸付  ９月24日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール8

２日（月）
掛金等  ７月調定納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  ８月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  10月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール9

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

お詫びと訂正
本誌６月号　９頁１段目「◆短期間労働加入者の適用拡
大」について、タイトルに誤りがありました。正しくは
「◆短時間労働加入者の適用拡大」です。
お詫びして訂正します。

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）
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　助成業務の学校法人等向け貸付金にかかる元金・利息
の償還については、契約締結後に送付した「償還年次表」
及び後日送付する「貸付金返済期日のご案内（払込通知
書）」を参照のうえ、払込指定期日までに私学事業団指
定口座に入金してください。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、延
滞金が発生しますのでご注意ください。
　また、償還金の振り込みに当たっては、次の点にご留
意ください。
①�　「貸付金返済期日のご案内（払込通知書）」の「振込
依頼書」を使用し、「電信扱い」にしてください。
②�　インターネットバンキング等を利用する場合は、「振
込依頼書」に記載の法人番号と法人名を通信欄に入力
して、お振り込みください。
③�　償還金は、設置学校ごとに分割して振り込まず、必
ず「学校法人単位」で一括してお振り込みください。
※�私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内 ▼融資 ▼

貸付金にかかるご返済について（令和６年９月分）〕
も併せてご覧ください。
※�共済業務における積立貯金・加入者向け貸付事業につ
いては、取り扱い及び担当部署が異なりますのでご注
意ください。

� 【融資部　融資課】　 　　　　　　
� ☎03（3230）7871〜7874 　　　
� Eメール　yushi@shigaku.go.jp

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では、
大学・短期大学法人の規程集などを学校法人のご協力に
より収集し、経営相談業務に活用させていただいています。
　また、各学校法人の相互利用の観点から、規程の改正
などの参考として学校法人の役職員は閲覧できますの
で、ご活用ください。

� 【私学経営情報センター　私学情報室】
� ☎03（3230）7846・7847　　　　　
� Ｅメール　center@shigaku.go.jp　

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（令和６年９月分）

「私学情報資料室」のご案内

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

　受配者指定寄付金の配付は、年間を通して対象事業の
支払い状況に応じた申請が可能です。
　対象事業は、対象学校が当年度に実施する教育・研究
に充てる費用又は基金のうち、次の①～⑦に該当する事
業の範囲となります。
①　敷地、校舎、その他附属設備の取得費
②　教育研究に要する経常的経費
③　寄付講座等基金
④　奨学基金
⑤　教育研究基金
⑥　①及び②に要した借入金の返済費用
⑦�　既設の学校法人が新たに学校等を設置するために行
う次の事業
　Ａ：敷地、校舎その他附属設備の取得費
　Ｂ：初年度経常経費
　当制度（※１）は、「教育の振興、その他公益の増進に
寄与するための支出で、緊急を要するものに充てられる
こと」を要件としています。学校法人の皆様におかれま
しては、寄付金残高（※２）をご確認いただき、計画的
な配付申請をお願いいたします。
　なお、配付申請書類の提出締切日につきましては、毎
月、配付を希望する月の５日必着（５日が土・日曜日及
び祝日の場合はその翌営業日）としています。原則とし
て、配付を希望する月の前月末までに受領書が発行され
た寄付金が配付対象になりますので、ご留意ください。

※�１：制度全体については、受配者指定寄付金「寄付金
事務の手引」をご覧ください。
　�詳しくは、私学事業団ホームページ〔助成業務のご案
内▶受配者指定寄付金▶受配者指定寄付金「寄付金事
務の手引」〕に掲載しています。
※�２：寄付金残高は、私学事業団「学校法人ポータルサ
イト」内の「寄付金システム」でもご確認いただけま
す。学校法人ポータルサイトの閲覧には電子証明書が
必要です。詳しくは、本誌４月号（VOL.316）５頁「令
和６年度　電子証明書等の取り扱い」をご参照くださ
い。

　　　　　　　　　【助成部　寄付金課】　　　　　　　
� ☎03（3230）7317・7318　　　　
� Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

受配者指定寄付金の配付申請について

令和 6年 8月 1日　第 3 2 0 号
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月報私学　8月号（VOL.320）令和6年8月1日発行
編集・発行　�日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12�

☎03（3230）7811・7881（企画室）　　　　　　　　 　（禁無断転載）

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
旧耐震基準で建設された校舎・園舎の建て替え事業（耐
震改築）や、防災（耐震）機能強化の補助金対象となっ
た改修事業（耐震改修）に、私学事業団の融資をご利用
いただくと、一定の要件を満たした場合、国の利子助成
が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器
備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整
備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

※�事業を行う学校の種類や事業内容等により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※�融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

※�利子助成率の上限は大学等2.1％、高校・幼稚園等1.6％、専門学校・各種�
学校は0.5％です。

■主な事業と融資金利（令和６年７月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

2.10 1.70 1.10 0.90
寄宿舎などの
建築・用地取得 2.20 1.80 1.20 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 1.10

（5.5年以内）

0.80
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が10億円�
以上の場合にご利用いただけます。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）

融資部融資課　☎03（3230）7862～7864、7866～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

ファミリープラン

１泊朝食付（４名１室／４名様）� 21,900円〜
（３名１室／３名様）� 17,800円〜

取扱期間：通年
・朝食は和洋バイキングです。
・�１泊につき駐車場料金が最大36時間無料です。�
詳しくは、フロントまでお問い合わせください。

１泊２食（２名１室／１名様）� 18,500円〜
取扱期間：令和７年3月31日まで（火曜日を除きます）
・�17時までにチェックインをお願いします。
・「加賀料理　秋月」（料亭）への送迎車は相乗りです。
・朝食は兼六荘で用意します。
・１名１室でご利用の場合、1,000円の割り増しとなります。
・金沢市宿泊税200円を含みます。

送迎付き　加賀会席プラン　「花の膳」

花の膳（夕食イメージ）　

〒920-0918　金沢市尾山町6-40　☎076（232）1239
JR「金沢」駅兼六園口（東口）から北鉄バスで「南町・尾山神社」下車、徒歩３分

〒460-0003　名古屋市中区錦3-11-13　☎052（957）1022（代表）
JR「名古屋」駅から地下鉄東山線で「栄」駅下車、１番出口から徒歩５分。地下鉄桜通線「久屋大通」
駅（４番出口）、「丸の内」駅（５番出口）から徒歩５分　https://www.hotelgp-nagoya.com/

和洋室　

ひがし茶屋街近くの料亭「加賀料理　秋月」で夕食を楽しむ

お部屋はデラックスツインルームにエキストラベッドを追加、
又は和洋室に布団を用意します（部屋の指定はできません）。

金　沢　 兼
けん

　六
ろく

　荘
そう

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm融資事業のご案内融資事業のご案内

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内 私学共済ホームページから
宿泊予約ができます。




